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〔まえがき〕

今回の財政事情説明書では、昭和43年度当

初予算の概要と 昭和42年度下半期の財政情況

についてお知らせします。
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芳51号

地方自治法第243条の 3第1項、並びに大村

市財政事情説明書の作成及び公表に関する条

例第2条、第3条の定める とこ ろにより 、大村

市の財政事情をつぎのと おり公表しま す。

昭和43年 6月1日

大村市長 大村純毅

大村市告示

〔予算の概況〕

昭和43年度における財政の運営は、基本的

に国の施策に準じ、重点主義に徹し、節度あ

る運営を行なう ことと して編成し ています。

そこで予算計上にあたっては、国民体育大会

の完遂、道路の整備、住宅の建設、教育の振

興、企業の誘致、交通の安全対策などを重点

施策として限られた財源を重点的に配分し、

一方経常経費の節減、合理化を行なう とと も

に、新規の経費は緊急なものに限って計上し

ましfこ。
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昭和43年度一般会計

当 初 予 算 分 析 表 (単位千円)

( |構成 |金額比(%)|

1.消費的経費 1562，241139.4 
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270，075119.0 

398，067127.9 
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89，026 

12，101 

63，047 

費

物 件 費

維持補修費

普通建設事業費

費
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2.投資的経費
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(単位千円)

歳 入 科 目 |予算額 |構捌|歳 出 科 目 I 予算額 l1|構成(%比) 

1.市 税 337，499123.7 1.議 会費 28，009 2.0 

2交自動車付取得税金 一 2.総務費 221，876 15.6 

3・在固市有提助供成施交設付等金所 4，2841 0.3 3.民生 費 391，468 27.5 

4.衛 生 費 49，617 3.5 

5・交特通別安交全付対策金 一 5.労 働 責 43，136 

6.分担金及び負担金 4，2631 0.3 6.農林水産業費 128.456 9.0 

7.使用料及び手数料 38.7221 2.71 7.商 、 工費 41. 831 2.9 

8.国 庫支 出金 386，6891 27.1 8.土木費 195，966 13.7 

9.県 支 出 金 35，9971 2.5 。消防費 38，186 2.7 

10.財産収入 5，9331 0.5 10.教育 費 168，398 11.8 

11.寄 附 金 2，082 0.1 11.災害 復旧 費 5，495 0.4 

12.繰 入 金 12.公債 費 肌 241| 7.6 

! 13.繰 越 金 13.諸 支 出 金 1 

14.諸 収 入 248，9161 17.5 14.予 備費 3，605 0.3 

15.市 債 ， 39，501 2.8 

歳~入合計 1. 425，285 100.0 歳出合計

昭和43年度一般会計当初予算
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昭和43年 7月20日 昭和33年4月22日第三種郵便物認可 大村市政だより (2) 

昭和43年度特別会計当初予算 (単位千円)

メコ5ミ、 計 }jlj 昭和43年度予算 昭和42年度予算 増 減 (ム〕

国民健康保険事業費 142，839 94，921 

と 畜 場 費 1，100 412 688 
ぷEコ〉・ 計 238，860 143，251 95，609 

昭和42年度一般会計予算と執行状況(昭和43年3月31日現在) (単位千円〕

歳 入 科 目 | 予 算 額 |予算構成 IlJ3(Amn I収入割合
当 初 |補正 |現計比(%)収入済額 (%) 

1. 市 税 257，461 35，261 292，722 17.5 297，687 101. 7 
2.国有提供施設等所在市助成交付金 4，084 200 4，284 0.3 4，284 100.0 
3. 臨時地方財政交 付 金 1 1，337 1，338 0.1 1，338 100.0 
4.地 方 Jチて、 イ寸 税 283，550 38，791 322，341 19.2 322，341 100.0 
5.分担金及び 負 担 金 15，207 ム 14，918 289 一 288 99.7 
6.使用料及び 手 数 料 36，924 1， 670 38，594 2.3 37，713 97.7 
7.国 庫 支 出 金 321，378 122，981 444，359 26.5 409，828 92.2 
8.県 支 出 金 56，390 8，878 65，268 3.9 30，295 46.4 
9.財 産 収 入 9，465 2，287 11， 752 0.7 11， 566 98.4 
10.寄 附 金 586 3，136 3，722 0.2 2，923 78.5 I 
11. 繰 入 金 1 一 1 
12. 繰 越 金 16.342 1.8 100.0 
13.諸 収 入 191，765 136，855 I 328，620 19.6 227，604 69.3 

債 61，100 72，300 I 133，400 7.9 14，000 10.5 
入 dZbヨ. 計 1， 254，254 4川 87I 1，肌 141 100.0 1，389，318 82.9 

歳 出 科 目 | 予 算 額 |予算構成 I5Z:lflmn I支出割 合
当 初 |補正 |現計比(必)支出済額 ぐ労〕

1. 議 会 費 | 22，927 3，074 1.5 25，773 99.1 
2.総 務 費 193，036 46，078 239，114 14.3 224，406 93.8 
3.民 生 費 343，205 45.335 388，540 23.2 379，937 97.8 
4. 衛 生 費 50，210 4，788 54，998 3.3 52，590 95.6 
5. 労 働 費 42，316 7，300 49，616 3.0 46，602 93.9 
6.農 林水 産 業 費 110.604 94，121 204，725 12.2 155，992 76.2 
7.商 工 費 40，323 1，341 42，164 2.5 41.631 98.7 
8.土 木 費 113，251 110，744 223，995 13.4 186，098 83.1 
9.消 防 費 32，935 2，887 35，822 2.1 32，115 89.7 
10.教 育 費 175，949 104，149 280，098 16.7 241.676 86.3 
11.災 E仁Eコ三 復 |日 費 9.823 3，466 13.290 0.8 7，560 56.9 
12.公 債 費 95，080 ム 1.473 93.607 5.6 93，614 100.0 
13.諸 支 出 金 1 一 1 
14.予 備 費 1，119 77 1， 226 o 1 一

明 許 繰 越 22，944 一 1.3 22，929 99.9 

歳 出 ぷロト 計 1， 254，254 421， 887 1，676，141 100.0 1. 510，923 90.0 

注、予算額欄には明許繰越額を含む。

昭和42年度特別会計予算と執行状況(昭和43年間31日現在日単位千円)

会計 別 |

国民健康保 険事業費

と 畜場費

ゐ 計

80.7 

93.6 



(3) 大 村 市 政だより

市有財産総括表
(昭和43年3月31日現在〉

種 別 |数 量 |価 格

1.施 設 敷 地 11.179，634.80'1 346 ， 308 ， 8~阿3 

2.建物 97，512.5111，243，401.605

3.工 作 物 29件 147，501.095 

4.車 輔 96台 20，225，828 

5.機械器具 93台 15，410，946 
m' 

6.山 林その他 5，408，416.78 250，265，407 

7.基金及び積立金 3件 6，517，066 

8.出 資 金 10件 11，364，000 

9.財 産 権 1件 6，214 

'"，会コ. 計 2，041.001，014 

一時借入金について

一時借入金 とは、市の収入不足を一時的に

補なうため財政調整資金として借入れるもの

で、その返済は、今後見込まれる収入によっ

て返済されます。 3月末までの収入済額は1、3

89，318千円で、支出済額が1，510，923千円と

なっ ており、その差額 121，605千円を一時借

入れています。なお、この中には80，000千円

の起債前借も含まれています。

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可 昭和43年 7月20日

市債について
市債とは、市が学校や住宅の建設、道路の整備などの

大きな事業に多額の資金を必要 とする場合に国などから

資金を借りて事業を進めますが、こ の借入金を市債とい

い、長期間に少しづっ返済し て行 くものです。大村市の
人

1
1
'
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，
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場合はつぎのとおりです。
f人口 55，959 3月31日現在{}世帯 13，540 

目 的 Bリ |昭末和現4慨在高l 市民負担額
一人当り|一世帯当り

1. 普 通 債 612，7Dヰ0円 10，949 円 45，251 円

庁 i1コb 102，287 1，828 7，554 

土 木 116，768 2，087 8，624 
農 林 71< 産 17，395 311 1.285 
教 育 232，294 4，151 17，156 
公 介邑主.. 住 g己ー， 48，698 810 3，597 
民 生 2，500 45 185 
保 健 衛 生 58，290 1.041 4，305 
消 防 庁 i1コb 15，668 280 1.157 
改 良 住 rそ」ーコ. 18，800 336 1.388 

2. 災 呈EコZ 復 l日 債 106，257 1.899 7，848 
土 木 76，101 1.360 5，620 
農 林 水 産 21，361 382 1，578 
文 教 施 設 8，795 157 650 

3. そ の 他 192，749 3，444 14，236 
転 貸 債 4，116 74 304 

退公 職 手有
当 債 11.643 i 208 860 

林 15，100 270 1，115 
併 存 住 古ーふー・ 1.568 28 116 
消 防 7，500 134 554 
市民税減税補てん債 30，161 539 2，228 
市 民会舘建設債 104，861 1.874 7，745 
国 体 施 設 11，000 196 812 
救 農 土 木 6，800 121 502 

dE2 b、 計 911. 706‘ 16，292 67，335 

( ) 

、- -

(自42.10.1'"'-'至43.3.3D
('、

借入、年月 日 借 入 先 |借入金額 | 手リ 率 償還年月日

42. 12. 4 郵 政 省 50，000干円 日歩 1銭 8厘 43. 4 
42. 12. 26 長崎県国保団体連合会 10，000 日歩 1銭 7厘 43. 3. 25 
43. 2. 20 大 蔵 省 40，000 日歩 1鐘 8厘 43. 3. 22 
43. 3. 郵 政 省 80，000 λγ 43. 5. 31 
43. 3. 21 親和、十八 銀行 40，000 日歩 2銭 2厘 43. 4. 
43. 3. 25 企業 会計(ボー ト) 10，000 日歩 7厘 43. 4. 1 
43 3. 27 11 10，000 〆/ 43. 4. 1 ~-

市税 の住 民負担状況
ぜ 1

年度|決算額又は予算額 |一人当り負担額 |一世帯当 り負担額 i 備 考

39 220，980 千円 3，828 円I 17，463 円I(人口) 57，715 (世帯ω) 12，654 

40 256，226 4，462 19，862 75，419 12，900 
41 254，357 4，533 19，072 56，104 13，336 
42 292，722 5，241 21，866 55，944 13，387 
43 337，499 6，031 24，926 55，959 13，540 

※ 42年度及び43年度は予算額
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療器械を整備して科学的検査及び治療器械による

診療効果の.促進をはかつております。

懸案の冬期における病室の暖房については、新

たにボイラ ー1基を増設して暖房の完全を期し、

又、都市ガス の配管、理髪室の新築などにより患

者の利便をはかつております。さらに院内の塗装

及び汚水浄化槽の増設を行ない環境の美化、整備

をはかり職員の厚生施設として職員休憩室を新築

しましfこO

入院患者数(延)は前年に比べ1.5パーセントの

減少となっており 、外来患者数(延〉は前年に比

べ0.5パーセ シトの増加となっております。

昭和43年度においても本市医療セシターとして

市民の医療要請に応えるため、医療要員の確保に

努めるとともに診療施設の拡充並びに医療器機の

整備を促進して医療体勢の強化をはかり 、あわせ

て経営の合理化により病院医療の高度発揮に万全 ー

を期する方針であり ます。

(2) 経理の状況

、ノ
昭和42年度の経理状況は別表1のとおりで、

その概要はつぎのとおりであります。

収益的収入 254，020，411円

収益的支出 252，799，397円

差引純利益 1， 221， 014円

資本的収入 25，127，658円

資本的支出 50，420，107円

差引不足額 25，292，449円

(3) 企業債・一時借入金の現在高

昭和43年 3月末の企業債および一時借入金の総

額は 別表2.3のとおりであり 、昭和42年度中に支

払済の企業債償還和息は1，369，760円、一時借入

金利息は2，914，678円でした O

(4) 予算の概要
... ~k.， 

昭和43年度当初予算は前述の経営方針に基

づき計上いたしましたが予算の概要はつぎの

とおりであります。

収益的収入

収益的支出

差引

資本的収入

資本的支出

差引不足額

273 ，502千円

273，502千円

。千円

32，003千円

42，165千円

10，162千円

大村市告示第73号

地方公営企業法第40条の2第1項、並びに大

村市財政事情説明書の作成及び公表に関する

条例第 2条、第 3条の定めるところにより 、

昭和42年度後期分(昭和42年10月 1白から昭

和43年 3月31日ま で〉の市立病院事業、市モ

ーターボー ト競走事業、及び、市水道事業の動

向及び財政事情をつぎのとおり公表します。

(1) 事業の概況

昭和42年度事業としましては、管理棟め増築に

より医局、図書室を拡張して医師の研修の場を確

保し、こ れと平行して小児科、眼科及び耳鼻科診

療室を拡充し、また昭和42年 4月、救急医療機関

に指定されたので脳波計、オー トクレーブなどを

整備して救急医療体勢の確立をはかるほか各種医

女

-7員
一ω問

問

問

一
泊
江
川
川
河

芳
亥

一
診
一
司
人
一
計
五
民
主
別
部

剖

者

嘉
延
↑

1

患
記

R
Uぺ川
川

U
U
6一

・

7
一院
一組
人
一

A
m
z
m
m
川
ぉ
一

対
牙

一
一外
延
一

4

一

外
↑

劃
一
れ

-t

川
川
川
川
一
川
川

1

川一

計

一本
一間
人
一
刊

日

開

山

山

川

川

抱

一

E
土

一

入
廷
一

4

一

ヌ
ノ
一

分

↑

月

月

月

月

月

月

十

日

均

一

一

区

一

M

U

M

-

2

3
音

一
平
一

剤位単数みる
月調

区分 |調剤数

10月 12，142 
11月 11， 015 

10，795 

1月 10，048 
2月 10 ， ~ 18 

3月
計 65，243 
日平均 401 



(5) 大村市政だより 昭和33年4月22日第三種郵便物認可 昭和43年 7月20日

(別表。 経 理 の 状況 (昭和43年3月31日現在) (単位千円)

区 分 当初予算額 |補正予算額 l予備費支出額|流用増滅額 !合 計 予算執行額

収益収入的 i第 1款 病 院 事 業収益 叫捌 I 山 83 一 一 i叫叩 胤問。
第 1項医業収益 240，580 I 12，205 I - I - I 252，785 I 252，418 

第 2項医業 外収益 1.808 ム 22 一 一 1，786 I 1，602 
合 計 242，388 I 12，183 I - I - I 254，571 I 254，020 

、t¥

収
第 1款病院事業費用 252，799 

ナ~ 第 1項医 業 費用 237，158 12，115 一 249，533 247，798 

的 第 2項医業外費用 4.978 40 5，018 5，001 
支 第 3項予 備 費 28 ム 260 20 
出

d広bヨ、 計 242，388 12，1 B3 。 一 254，571 

同~ ~ 2，587 
第 1項期間外 費用 1，889 1，889 2，587 

第 1款 資 本 的収入 一 25，116 25，128 
資

第 1項 他会計からの補助金 15，000 I 一 15，000 
1)¥ 

本 第 2項 固定資産売却代金 113 ー 113 

的 第 3項企 業 債 1 i 10，000 10，001 

収 第 4項 国会入庫計金 補助金
1 1 

第 5項 1他批日 からの長期 1 I 1 
入

dEb2 、 計 15，116 10.000 25，116 25，128 

第 1款資本 的 支 出 22，492 29，312 一 50，420 
資

第1項建設改良 費 11，411 21，301 一 32，712 31.331 
J 

本 第 2項企業債 償 還金 4，080 4，080 4，079 

的 事自項 不借躍良入債お諮金解返消む還らた金の也の長一期時
7，000 8，000 15，000 15，000 

第 4項 1 、 1 
支

第 5項投 資 一 11 11 JO 
出

ぷEZ〉 計 22，492 29.312 51， 804 50，420 

(別表 2) 企 業債明 細 書 (昭和43年3月31日 現 在 単 位 千 円1

起 イ責 目 的 |借入先 |発行年月日 |i 発行-総額 l当年償度償還問還償還角両累計 未償還残高I利 率 (償還終期
調

病 院 建 設 費 l郵政省 30. 5引Ml 13，203 8，797 
31. 3;31 1 1，200 157 1.200 ，ムー・ n n 1 43. 3.31 

11 11 I n ノ 31. 4.27 I 7，400 966 7，400 。 11 I 43. 3.31 
11 〆/ 大蔵省 31. 7.30 10.000 761 5，374 4，626 n n ! 48. 3.31 

看護婦寄宿舎建設費 郵政省 32. s.30 2，000 162 1，244 756 年日分3厘 47. 3.31 
医 師 住宅 建設費 大蔵省 33. 3.31 5，000 164 1，160 3，840. 年6分5厘 57.2. 1 
病院建設費 λY /〆 43. 3.30 6，000 6，000 。 。53. 3. 1 

11 ノ/ 11 11 43. 3.30 4，000 4，000 1/ ノシ 68. 3. 1 
dロ". 計 57，600 4.079 29，581 28，019 

事 ¥1 

(別表 3) 一 時借 入 金明細書 (昭和43年3月31日現在〉 (単位千円〕

前年度末残高 借本年入度残中高に最お高け額る 本 年度末残高 備 考

借入先

45，000 60，000 42，000 (株〉親和銀行大村支庖

借入限度額 60，000 
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益金使途1しらべ (単位千円〉

42年度末益金 [ 繰 出 金

描千立除金む債金1円き01積、、，06建前立1J8金設3年千54度改千円4繰を良円81越含積を0 
一 般会計 170，000

市立病院事業会計 15，000 

水道 事 業会計 5，3901 

242，240 190，360 

(2) 経理の状況

経理の状況は別表 1のとおりですが、他会計繰

出金も前期と あわせ一般会計へ170，000千円、市立

病院事業会計へ15，000千円、水道事業会計へ5，390

千円の合計 190，390千円を支出し、市の財政に大

き く貢献することができました。

(3) 企業債および一時借入金の現在高

防波提工事など施設改善の資金として、企業債

55，000千円を借入れていましたが、こ れを全額返

済しました。なお一時借入金はありません。
『 ー

(1) 事業の概要

モーターボート 競定事業は昭和42年度も順調な

発展を とげ、防波堤の完備で レースを中止するこ

とも少なく 、入場者も増加し l日平均16，513，142

円の売上を記録する ことができました。

これは前年度の売上に比べて33ノミーセントの増

となりました。また、 νース妙味を倍加してファ

ンへのナーピス向上に努めるべく、観覧席をレー

スゴースに近ずけるための海岸埋立工事及び竣深

工事を行ないました。

(別表1) 経 理 の 状 況(昭和43年目31日現在) (単位千円〉

収
入

一

益

的
支
出

l 予算額
当初予算額|補正予算額|予備費支出掛費目流用額 |合

区 分

ーターボー ト競走
第1款

事業 収益

第 1項 営業収益

第 2項営業外収益

合計

ーターボート 競走
第 1款

事業費用
第 1項 営 業 費用

第 2項営業 外 費用

第 3項予備費

合計

| 差引当年度利益剰余金 l

i資 |第1款資 本的収入

|本 |第1項企 業債

i的|第2項国定資産売却代金

lF |別 項投 資
ノ、 | 合 計

第1款資 本 的 支 出

第1項建設改 良 費

第 2項企業債償還金 |

第 3項貸 付 金 (

第 4項予備費

合計 1

資

本

的

支

出

652，260 
652，104 

156 
652，260 

545，473 

548，794 
ム 3，134

ム 187Iム

545，473 

106，787 I 

ム 27，726
ム 33，200

84 
5，390 

ム 27，726I 
85，020 

805 
36，250 
45，390 ! 

2，575 I 
85，020 I 

1.870，811 
1.868，795 

2.016 
1，870，811 

1. 709， 914 I 
1， 703，217 ! 

5，197 
1，500 

1.709，914 

160，897 I 

33，515 
33，200 

315 

33，515 i 

202，168 
38，218 
18，750 
145，000 : 

200 I 
202，168 I 

-I 2，523，071 
ー I2，520，899 

2，172 
-I 2，523，071 

1.310 

-I 2，255，387 
-I 2，253，312 

2，063 
2，988 

-I 2，255，387 

267，684 I 

計 i予算執行額

2，536，547 
2，532，958 

3，589 
2，536，547 

2，249，180 
2，247，153 

2，027 

2，249，180 

287，367 

5，789 

399 
5，390 
5，789 

272，683 
27，293 
55，000 
190，390 

272，683 

5，789 

一
一
一
一
一
一

399 
5，3901 

5，789 I 

287，188 I 
39，023 ! 

55，000 I 
190，390 I 
2，775 I 

287，188 I 



(7) 大村 市 政だより

(5) 予算の概要

昭和43年度予算では 1日平均売上17，000千円を

見込み、一般会計などへの繰出金を 135，000千円

計上しまじた。予算の概要は次のとおりです。

収益的収入 2，611.517千円

収益的支出 2，346，521千円

差引

資本的収入

資本的支出

差引不足額

173，254 

185，740 

202，714 

264，996千円

1千円

22，338千円

262，337干円

〈単位千円〉

217，232 

210，405 

239，006 

昭和33年4月22日第三種郵便物認可 昭和43年 7月20日

(4) 建設改良費の予算繰越

地方公営企業法第26条第l項の規定により別表2

のとおり予算繰越をしました。

(別表 2) 予算繰越計算書 (単位千円〉

款 三移管許1支払義国布日記左の財源内訳 !っK回

--~事業名|上司語発生|駒嶺|喜劇喜劇ぷ
資本的支|競艇場

出、建設|埋立工112，20012，44019，7601 019，7601 0 改良費 |事 1-----1 -----1 --.--1 T' .-'_1 

主な建設改良工事

工 事名 |金
投票所裏側駐車場用地売収 i 

ースコース 濠諜 工事 | 

スタンド敷地造成(埋立)工事 i 

3，326 
19，500 
2，440 

ーノ

一l

刊

一
額

ム
立
一

J'什』
一

単

一

〆
f
t

、

地区の減断水も本年度の工事によってその不安を

解消することができるものと確信します。

経営面におきましては、国の公共料金値上げ抑

制施策によって生じた前年度迄の累積赤字、 9，25

5千円 を有しておりましたが、本年度は2名の退職

者があり 、それに要した退職手当を支出したにも

かかわらず、 3，959千円の純利益を生じました。

しかし毎年の材料費などの高騰と人件費の増嵩

は懸命の企業努力にもかかわらず企業の運営に財

政的圧追を加える状況であります。

なお、昭和43年3月末日の給水戸数は、 8，159戸

前年度末日に比して 451戸の増加で普及率は 68.4

パーセ シトと なっております。

(2) 経理の状況

経理については別表 1のとおりで、す。

(3) 企業債・一時借入金の現在高

昭和43年 3月末 日の企業債及び一時借入金は別

表2.3のとお りです。

(4) 予算の概要

昭和43年度の予算の概要は次のとおりです。

収益的収入 72，996千円

収益的支出 72，996千円

差 51 0千円

資本的収入 60，003千円

資本的支出 67，076千円

差引不足額 7，073千円

(1) 事業の概況

水道事業は、第 5回拡張工事の初年度である昭

和42年度後期の建設改良工事として松並水源さく

井工事、松並水源送水管布設工事、琴浜町線配水

管布設工事、諏訪地区内配水管布設工事等を行な

いました。これで昨年まで夏期における 一部高台

給水関係工事 (単位件)

l区分 1
10月

111J3112月 11月
12月 ls 月|計

27 21 183 
増設変更工事 41 40 38 i 36 I 26 27 208 
修善工事 57 45 60 I 48 1 108 87 405 

漏その他(臨布設水
替時)

113 107 123 1 96 1157 691 
2 3 。。

I31: I 23: 
計 249 222 248 229 ! 314 I 230 1，492 

t 

{ ¥ 

e 
・島、 ，

4 

，.J 

‘ 
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配水量表 (単位立方メートノレ〉

区 分 |配 7Jく 量 1
1日平均配水量

10月 215，825 7，898 
11月 219，252 7，308 
12月 223，981 7.225 
1月 203.411 6.562 
2月 204，629 7，056 
3月 224，676 7，312 

計 1.321.774 7.227 

(別表 1)

大村市政だより (8) 

建設改良工事(後期分)(単位千円〉

工 事 名 |工事費(着工年月日|竣工年月日

西小路線配水管布設工事 550 I 42・ 9・25 42.10.10 

国立病院線 11 550 42.10.23 43. 1.31 

宮小路畏天社横改良工事 79 42. 8.10 42. 9. 1 

国立病院線 11 43. 1.31 

工 事 雑 費 106 1 42. 4. 1 43. 3.31 

経 理 の 状 況(昭和43年3月31日現在日単位千円)

一 〕 合 計 |予算執行額

71，388 1 71，692 
60，595 1 60，582 
10，793 1 11，110 
71，388 1 71，692 

4，002 
1 
1 

63，865 

ι000 ム 2，100

4，002 

10，303 1 
5，470 I 
4，333 1 
500 

10，303 1 

60，000 
575 

5，390 
63，865 

63，865 
58，835 

ム 360

5，390 

63，865 1 

一
一
一

71.388 1 67，733 
64，231 1 61.282 
6，557 1 6，451 
600 1 

71.388 1 67，733 

67，867 I 17，865 

1 1 

1，900 1 1，900 

60，000 1 10，000 
575 I 575' 

5，390 1 5，390 
67，867 1 17，865 

74，168 1 . 24，115 
64，393 1 14，393 
4，333 1 4，332 

52 1 

5，390 1 5，39()' 

74，168 1 24，115 

(別表 2) 企業債明細書(昭和43年3月318現在日単位千円)

類 |草月日 |時額|是正時 |毒積書|向額 |利 率|償還糊 |備
種 考

設改良費 |鈎 321Mll 川 川 01 0[i 川 日分5JA"F143. 3村h宅金運用部36.10.30 I 20，000 i 499 I 2，569 i 17，431 I 20，000 I 6分5厘 61.2. 1 
37. 5.311 62，000 1 l"j52 1 6，416: 55，584 I 62，000 1 6分5厘 62.2. 1 
計 5311川 1.154 i 4昨 10，385I 15，000 1 7例 厘 52. 3.20 金 融 鋪

43. 3. 11' 10.000 I 0 1 0 1 ' 10，000 川 6分5厘 金一

計 117，000I 4，332 1.23，600 1 ，93，400 1 117，000! 

"'" 

〔別表 3) 一 時 借入金明細書(昭和43年3月31日現在)(単位千円〉

前年 度 末 残高 本借年入度残中高に最お高け額る 本 年 度 末 残 高 備 考

14，000 22，000 14，000 (株〉親和銀行大村支庖 7，000 
(株)十八銀行大村支庖 7，000 


